施設処遇会議　議事録

と　き：H19.1.8　13:30～15:00

ところ：青山荘地域交流室

　　　　　　　　　　　　出席者：長谷部G.O.M・小坂・小松・山田・三浦・小笠原・原・山口

（欠席者：C.E.O・江刺家I.O.O・村田I.O.O・秋山G.O.M・清水G.O.M・佐々木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　             　記　録：山口

議題

１：施設処遇会議のあり方について

1 書式について

2 進行について

1 書式について

· 経済状況の欄について

→加入健康保険の種類と扶養の有無、福祉手帳の種類は必ず明記すること。

→「その他」の欄を設け、そこに家族援助・職親・幸房通所により得る収入を記載するようにする。

· 長期目標の欄について

→本人の目標とスタッフの援助目標とを分けて記入する。本人の考えを尊重する事が目的であり、長期目標に明記しない場合でも、会議資料内に必ず記載し、支援内容が援助者の一方的な押し付けにならないようにする。

→長期目標は、資料２枚目（問題点・介入方法）に記載することとし、フェースシートの長期目標の欄には「入所（利用）目的」の欄を新たに設けることとする。

· 医療区分の欄について

→重度医療の有無は、医療区分の欄に記載する。

· 問題点・介入方法について

→書式は長期目標⇒これまでの経過⇒問題点・介入方法の順とする。

→「次回会議予定日」を修正プラン実施評価日とし、「支援期間○ヶ月」というように、挙げた問題点に対して、評価期間を設ける。

　　・訂正した書式は後日回覧し、次回よりその書式にて資料を作成する。

2 進行について

· 処遇検討は各施設30分以内で行う。

· 問題点・介入方法を検討議題に出すだけではなく、支援方法の検証や直近の様子を出し、出席している参加者は意見を出しあう。

· 議事録の最後に次回会議開催日を入れる。

· 議事録は出席者個人の持ち回りで行う。

青山荘　　フェイスシート

平成19年　　月　　日　担当：　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　　　　　　　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和　　年　　月　　日生（　　歳）

	
	住　所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　

	
	病　　名
	
	合　併　症
	　　　　　

	
	発症時期
	
	罹 患 期 間
	

	
	入院回数
	　　　　　
	延べ入院年数
	　　　　　

	医療機関
	　
	外来受診日
	

	医療区分
	
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無

	経済状況
	年金
	（　　万円）

	
	その他
	（　　万円）

	障害程度区分
	　

	日中活動の場
	

	住まいの場
	　

	入所年月日
	Ｈ　　年　　月　　日
	身長
	cm
	体重
	　　　kg

	最終学歴
	
	免許・資格
	

	職　歴
	
	

	保　護　者
	氏　　名　　　　　　　　　　　様　　　　　　　続柄　　　　　　（同居　・否）

	入所目的



	入院・治療歴

	

	生活歴



	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）




平成　19年　 月　   日　（月）

	氏　名
	                    様
	男・女
	生年月日
	　昭和　　年　　月　　日（　　歳）


	これまでの経過（前回評価日　H　　年　　月　　日）

	

	長期目標（中期・短期）

	


プラン計画者　氏名：　　　　　　　

	問題点
	介入方法
	支援期間

	
	
	　　 ヶ月

	
	
	     ヶ月




修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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